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A Stndy on the Regenerated Pig Il'on. 
Minol'\l YOHDA 
The allthol' l'cpell.ted the stlldy 心11 the regenerated pig iro!l ， IISil1g the sarne :EIl1'nHce reported 
in th芭 previous investigatioll (Bllllctin (Jf F:wnUy of Engilleerillg， Toymì1lt Universi ty ; Vol. J， 
Nü. 1， 19-19.) The p1'esent investigntion Wfl，S carricd out tü sce e:ffect of thε hed cüke Hud ()f the 
coke 1'atiü 011 th己 carbけ11 c011te11t in lhe pig iron obtained， 80 as to determine the minimtl111 limi t  
o f  th邑 h2d coke and of 1:h2 coke ratio. Fnìll  th<� cha;nical analysis and th吉 microscopic eXllmin­
ation of th巴 prüducts， the n\l thυl' reached the fol l叫viJJg cOllelusioIlS， narnely， the p1'opriety hcight 
of the hed coke is about 1 ， 500<111n and the coke ratio is desi1'able to he oVe1' thEll 60%， eVen in 
the case that the level ()f the bed cりke is suHicicntly high. 
I 緒 言
実験 に 使用 し た炉 は 前回 の 報告 【 註 : 官 山 大学工学部紀要第 1 巻第 1 号】 の 際 に 示 し た も の と 大
休同様で あ っ て そ の 構造 の 大要 を 示せば火の通 り で あ る 。 即 ち 1� 口 I百炉 内 径 1 ， 250;nm 有 効高 さ
3 ，  250111m 初 日 比 6-1 ・ 8 if;j操業 は約17時間 の連続操業で あ っ て ， 操業 中 の 風量， 風圧及 び熱風温度の
値 は夫 々 約 55江戸jmin 8oo:nm 7]'(住及 び 4000c 程度で あ る 。 装入原 料 lよ時前回 と 同様 友 ブ リ キ 屑，
鉄奴屑及 び旋盤屑 1'J. H で あ っ て 此等の原 料 を 使用 し て 初込 コ ー ク ス の 高 さ 及 び コ 戸 ク ス 比 た ど を 精
子変化 し て 実験 を 行 っ た 場合 の 製品量生鉄の 成分分析値， 顕機鏡組織並 び に 機械的性質 た ど の 関係 を
裁に報古・す る 。
E 原料及び実験方法
実験 に 使用 し た 鉄原 料， 石次石及 び コ ー ク ス 等 の 分析値 を 第 1 表 に 示 し た。 実験 は前後 5 回行っ
た が現場の事情 を 考慮 し て 次の よ う な方法 を採用 し た。 即ち � n 回 は初込 に A ガ ス コ 戸 ク ス を 使用
し そ の 高 さ は初 口 同上 3 ， 2öOmm J，![J ち 接入 日 間迄 と し ， 追込 と し て は ， A， 13 及 び c コ ー ク ス を 用
い初 め の 6 時間 は と れ ら の 配合 を (1 : 1 :  2) の 割合で行 い そ の 後 は B 及 び C の 2 積 を (1 : 1) 又16
時間頃か ら 操業経了 迄 は (3 : 1) の 割 合で袋入 し た 。 第 2 回以後の実験で は初込 と し て D ガ ス コ 戸
ク ス を 使用 し迫込 と し て は E 製司 コ ー ク ス を 用 い た。 又初込の 高 さ は夫 々 2 ， 400，lllTl 1 ， 000mm 
1 ， 500mm 及 び 1 ， 500nUîl で行 い地金に 対ず る 追込 コ 戸 ク ス の 装入量 は 60%， 70% 及 び 時 と し て は
80% を採用 し た 。 石友石の 装入量 は各固 と も 凡て 地金に 対 し て 20%の 割 合で行った。 向 1 回 の 袋入
は地金 75kg， 石友石 15kg ζ れ に コ 戸 ク ス を 夫 々 の 割 合J，![Jち 60% の 場合 た ら ば .15kg を 何れ も 同時
に 約 5�1O分 位の 間 隔で投 入 し た。
E 実 験 結 果
( 1 ) 初込 3 ， 250mm の 場合
こ の 場合 の コ 戸 ク ス 比， 製品銑鉄 rt1 の 安素量及 び プ リ ネ }L- 硬度並 び に抗張力 試験等の結果 を 第 1
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図 に 示す。 図の 横軸 は時間で あ っ 第 1 表 原 料 分 析 値
て 始 め か ら 順次試料番号 を つ け て | 項 目 I T.C判 Si 判 M叫 P %I 忌I Cr 判 鋳 %
行 け ば No. 1 は初湯 と し て 貯蔵 E 一一一一一一一一一一
時HD も 相 当 あ る の で C%が高 いo
No. 2， 3及 び 4 正 次第 に 低下 し て
い る 。 こ れ は コ 戸 ク ス 比の 低 下が
m( 閃で あ り 1åJ又 A ガ ス コ ー ク ス の
消耗 も 考 え られ る 。 No. 4 で特に
fま い の は製司 コ { ク ス 不 足の影響
も あ ろ う 。 No. 5 で再び C%が急
増 し て い る 。 コ ー ク ス 比の増加並
び に ガ ス コ 戸 ク ス の 増加の た め と
思 われ る 。 Nけ. 8 ‘で、和急; に C%が
: l プ p一キリ屑 1 0 . 0侭1I:にR1山iドに川0 . 01'川仰州川一…F什い|川巾0 . 2川叩0ダ ラ イ 粉 1 0 . 171 0 . 1刊1刊1 o . 主ω叫)刊1 0 . 0併? 丹叫1 0 . 0侃1P川p刊1 1 :1 . 1日九録 1府付 1 O .  日約州:日刈11 0 . 2ω叫甘叫1 0 .4初f日�I川 0 . 0州 0 . 0例1口川コ川1 1 . 4引1 
二 h-: 二 '-Hんj 函 r-Al�O:--- 1 云より7
H 一 日 1 Sfl I 日 0:3 I 0 :17 i 0 27 
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減 少 L て い る の は コ ー ク ス 比の 激
械の 関係で あ ろ う 。 其後漸次低下の 傾 向に あ り 最後 は コ 戸 ク ス 比 の 減 少 と 製司 コ 戸 ク ス の 低 下に よ
第 1 図 っ て _-Ji} C%の 低下が甚 し い。 ζ の
一 一一一一一一一一一一 一一一一一I C% と プ リ ネ ル硬度 と の 関係 を 見 る
章 子島 " 〆F一一市一----.，_-- // "'--....，、ー~車車 誓 ， X )-ð ---垣市、、一ー 判。4昔 カ
2 . Jt) 
1 . 87 
1 . 1)0  
。 ， 51!)
O . 2 :� 。 ， 1741
と 図 に 示 さ れ る 泊 り 反比例 を し て お
り 抗張力 も 亦同様の 関 係 に あ る 。 ζ
れ ら の 各試料の 顕悦鏡組織及 び 分析
T 値 を 第 2 図 に 示す。 以下 に 示ナ顕微
i 鏡写真 は何れ も 腐卸!液 は ピ ク リ ン 酸
定 の ア ル コ 戸 ル溶液で倍率 は 132傍で
あ る 。 こ れ ら 各試料の 分析値 を 第 2
表 に 示す。 C% も Si % も 高 ぃ No. 1
は グ ラ フ ァ イ ト が良 く 伸 び て い る 。
持 � J 時 一 六 J ベ bーー ，11. �品�_ _�.....o 3側、 . ， 、 。 ， 一 、 �..i} "1 � 一 一命、声日一 \、 ー. . '。一一 -g' ':".、l' . L  、\...... ーー へ. v J' ぷ\.. 内科岨Jt../... .，' 210 電 ・ I _... .\ �'. __.-.- ・ ーぷ句，...-- " ーも町 一�.- I γ_...... '\.__嗣 ，λタj.，)・輯聖 子めノ 、�-L乙6-�1---.--'-一一 時 fI 12 U 外 活 附 何 個 ゆ 2・ II
時 間 4 昨 》
共後Cの 最 も 低下 し た No. 4 で は レ デ プ ラ イ ト が現 われ て い る 。 次の No. 5 で 再び グ ラ フ ァ イ ト の
良 く 仲 び た 状 態 に あ る と と は 分析値 と よ く ー致 し て い る 。 試料が後に な る IZ グ ラ フ ァ イ ト も 小 さ く
C% 漸低 の 傾 向 と 一致 し て い る 。 いすぎれ も 多 少燐化合物が見 られ る 。
第 2 図
No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 
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No. 5 No. 時 No. 7 No. ò 
No. D No. 10 
( 2 ) 初込 2，400�ruYl の 場合
と の 場合の コ ー ク ス 比及び 製品銑鉄 中 の茨素量 を 第
3 図 に 示す。 乙 れでみると NO. 2 で C量が 多 少下って
い る 。 と れ ば7H寺26分か ら 7時40分迄に 4 回程製鋼取鍋
屑を装入 し た変動 に よるためであ ろ う 。第 4 図の写真
か ら も認め ら れる。No. 6 以後 C%が漸次低下 してい
るの は コ 戸 ク ス が80%か ら 605広に 急:誠 し た ためと考 え
られ る 。 13時20分で地金 巾 に 鋳屑が40% も 添加 さ れ て
第 3 図
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問 飼 19 20 剖6 マ 8 9 10 '6 17 
J(iE !ÎI!! 波 : ピ ク リ ン 西空
ア ル コ ー ル 淡液
倍 率 : ] :3 ヨ 倍
No. 1 1  
第 2 表 分 析 {直
No. j T.C j S i  I Mn I Cr I p 
1 4 . ô2 1 . m  0 . 35 [ O Af. 0 . 114 0 . 037 
2 3 . 94 1. 4.2 O . ßJ) 0 . 4:3 0 . 110 0 . 040 
3 只 . 54 1 . 07 0 . .10 0 . 50 0 . 125 0 . Oß5 
4 3 . 41 0 . 89 0 . 31 0 . 50 0 . 103 0 . 047 
5 4 . 4G 1 . 12 0 . 11 0 . 48 0 . 114 0 . 033 
6 4 . 30 1 . 36 0 . 38 0 . 4:' 0 . 129 0 . 033 
7 4 . 20 1 . 57 o . :n 0 . 54 0 . 12-1 0 . 03!l 
8 3 . 77 1 . 50 0 . 31 0 . 51 0 . 103 0 . 078 
9 3 .  Ó�-; 1 . 54 0 . 42 0 . ií1 0 . 114 0 . 054 
10 を。L fi7 l . ií3 0 . '12 0 . 5りF 0 . 112 0 . 05品
11 3 . 3G 1 . 33 0 . 36 0 . 47 0 . 139 0 . 055 
12 3 . l!l 1 . 40 0 . :12 O . 生2 0 . 140 0 . 06C 
13 3 . 62 1 . 31 0 . 35 0 . 33 0 . 15<; O . Hlr> 
14 3 . 4� 1. 33 0 . 35 1 0 . 41 0 . 16[) 0 . 106 
い る が C% は 依然低 く No. 8 で最小 を 示 し て
い る 。 NO. 8 は試料が硬 く て 旋盤に かか ら ヂ
写真 も 撮れ た かっ た が そ の 前の No. 7 で も レ
デ プ ラ イ ト が出 て い る 。 風圧 も 1削�以後 こ の
'ID 
頃迄低下 し て 略 C% と 平行的で あ る o No. 8 と No. 9 は コ 戸 ク ス 比其他装入条件 は変っ て い た い が
炉内 の侵蝕状況及び炉温rs. t:_ の 関係 に よ る も の で あ ろ う 。 No. 8 が C%最小 と 共に Si も 亦最小で あ
っ て と の 前後 は ス ラ ッ グ 中 の AI2 0a ， MnO が極大 を 示 し S が極小で あ る 。 ス ラ ッ グの塩基度 は低
い方で あ る が熱風温度 は 5000c を 越 し て い る 。 風圧 も 漸増の 傾 向 に あ り C%の増加Hてこ 柏比倒的で あ
る o No. 9， 10 と 次第に グ ラ フ ァ イ ト も 細か に た り No. 13 で は最 も 徴細に密集し た 状態の部分が
あ る こ と は写真 に 認 め られ る 通 り で あ る 。 C は 3 . 9 %で あ る が こ の前後の 極大値 を示 し て い る 。 ζ
の 時の ス ラ ッ グ 中 の 8 は最小で あ っ て FeO は小 さ い が そ の 他 に特別 な 関係 は見 られ な い。 第 3 表









腐蝕液 : ピ ク リ シ 酸 ア ノレ コ 日 ル液i容
倍 率 : 1 3 2 倍
図
No. 3 No. 4 
No. 7 No. 9 
No. 12 No. 13 
( 3 )  初込 1m の 場合
と の 場合の コ { ク ス比及び製品銑鉄 中 の
茨素量 を 第 5 図 に示す。 追込 は 17 時過迄
60 %で一定で あ る 。 ζ の 場合 は C %が
No. 1 よ り No. 2 が高い。 Si も 同様で あ
る 。 裳入 と し て は む し ろ No. 2 に 於て 鐸屑
が減 少 し て お り 地金の接入 も 変化 は な い。
従っ て こ の原 因 は装入原 料で は な く て 風量
風庄に あ る と 考 え られ る 。 7 時竿迄 は送風
機 の 調子が悪 く と と で ペ ル ト の 調整 を行っ
て 風圧が急:昇 し て い る 。 向 と の 場合 は 出銑
時rm に 隔 り が あ り 貯湯 し た 関係 も 併せ考 え
ら れ る 。 第 6 図 に 示 さ れ る 写真で は No. 1 
と No. 2 の 差 は殆 左 大 き く 認め ら れ な い。
む し ろ No. 1 及 び No. 3 の方が グ ラ フ ァ
1 3 . 96 
2 3 . 83 
3 3 . 95 
5 I 3 . 98 
6 3 . 7.2 
7 3 . 56 
8 3 . 00 
。 3 . 64 
10 3 . 45 
11 3 . 64 
12 3 . 75 
13 3 . 91 
14 3 . 82 
'71 
第 3 表 分 析 値
P I s I Cu j Cr I Ni  
2 . 05 0 . 37 0 . 162 0 . 030 O . . �G 0 . 311 0 . 151 
2 . 19 0 . 40 0 . 151' 0 . 027 0 . 53 0 . 303 0 . 149 
2 . 40 0 . 36 0 . 160 0 . 023 0 . 52 0 . 294 0 . J.76 
1 . 88 0 . 38 0 . 1 35 0 . 031 0 . 36 0 . 445 0 . 1 17 
1 . 89 0 . 36 0 . 125 0 . 037 0 . 40 0 . 501 0 . 157 
1 . 42 0 . 27 0 . 111 0 . 06 1  0 . 43 0 . 4J 5  Ó. ll' 
。 φ 93 0 . 26 0 . 128 0 . 071 0 . 41 0 . 322 0 . 151 
← 0 . 26 0 . 149 -1 0 . 39 0 . 634 0 . 263 
1 . 40 0 . 34 0 ， 149 0 . 074 0 . 3宵 0 . 51 9  0 . 275 
1 . 65 0 . 27 0 . 206 0 . 1 13 0 . 01 0 . 544 0 . 20E 
1. 5J 0 . 32 0 . 166 0 . 07!ì 0 . 35 0 . 623 0 . 216 
1 . 58 0 . 35 O .  J 56 0 . 075 O . 壬3 0 . 441 0 . 223 
1 ..75 0 . 37 0 . 156 0 . 054 0 . 54 0 . 311 0 . 267 
1 . 74 0 . 38 0 . 13 7  0 . 096 0 . 75 0 . 562 0 . 333 
イ ト が大 き く 伸び て C%が 多 い よ う に 見 られ る 。 No. 4 は C%が そ の 前後 と 余 り 変 り た く 柏 々 高 い
程度で あ る が Si は最大値 を 示 し て い る 。 此時 ス ラ ッ グ 中 の FeO は最小で あ る 。 写真 に は余 り 明
瞭 に 現 われ て い た い。 No. 6 の 前 は ス ラ ッ グ 中 の A12 0 s が最小値 を 示 し FeO が最大の と こ ろ で
あ る 。 C %に 余 り 大 き な差 は た い が風圧の 低下 し た 頃で あ っ て グ ラ フ ァ イ ト は写真で見 る 通 り 細か
い粒状で あ る 。 三えの No. 8 か ら C%が柏 々 大 き く 下っ て 来てい る の は地金 中 の 鐸屑添加が無 く な り ，
コ ー ク ス 中 に 木表 を 25 %添加 し た た めで Si %で最小で あ る 。 顕微鏡試料製作 も 困難で あ っ た 。
8 
第 5 図 No. lO I土木炭添加 を や めた 境界の と と ろ
F・4、， 、、， 、一 、， 、i 'þ.--。ー"2・ 今'" 比 J( 1 0 . ，. 
。 - - ー ー+ ・。-- _ _ _ _ 0-____.一 一・←ー・申一 一-ー- - .ø
で コ ー ク ス を80%に念増 し た。 然 し C%Iま
図で見 る 通 り 変って い た い。 唯 Si %は増
加して い。 グ ラ フ ァ イ ト は 依然粒状に散在
し て い る 。 コ 戸 ク ス 比増加に も 拘 ら ヂ C%
4 ト ト一、 「 →J三三ニ: 戸司 が上昇し た い の は風量及 び熱風温度の低下
の�めか。 No. ll で も 余 り グ ラ フ ァ イ ト
は大 き く た い。 そ の後 コ ー ク ス 70%に し て
も C% は低下せヂ柏上 り 気味で あ る 。 炉売
巴・、、、、、 ‘、攻，ーズー- - - - <>J(.戸 m - . .1(- ・・ ・・ ・・ -'!.
事詩J回 日 ク ラ ゥ 7・総量 刑。
6 マ S 9 10 " 12 帽 持 15 16 .7 陶 画�I の持ち直 り の た めで あ ろ う 。
No. 1 











府側l液 : ピ ク リ ン 酸 ア ル コ ー ル溶液
i百 尋1 : l 3 2 1I'i 
No. 9 
第4表 分析値
No. j T.C j S i  
1 . 4] 
2 I 3 . 94 1. 7\1 
3 3 . P] 1 .  70 
4 3 . 84 2 . 10  
5 3 . 74 1 . 1 7 
。 3 . 82 l . or， 
7 3 . 82 0 . 77 
( 4 ) 初込 1 ， 500.rnn の 場 合 ( そ の 1) 自 3 . 61 0 . 1i1 
コ 戸 ク ス 比及 び 一炭素量 の 関係 を 第 7 [到 に 示 し た。 コ 戸 ク ス 比 は70%で終始 一定
で あ る 。 No. 3 の C%が低下 し て い る の は 装入物 の 降下が甚 し い た め で あ っ て 頻
繁 に 出 湯 し た 関 係で あ ろ う と 考 え られ る 。 No. 3 で は C9òが下っ て い る が Si は漸
増の過程に あ る 。 No. 4 の Si %が極大 を 示 し て い る 。 Nけ. 5 よ り No. 8 迄 は C






3 - 08 0 . 70 
3 . [，7 
:1 . 日7 1 . 2t 
3 . 60 1 . 1\) 
3 . H1 0 . 96 
甚 し い低下で は な い。 第 8 図 の 写真で み る と No. [) 及 び No. 6 と 較べて No. 7 そ の 他 の元紫 の 分析
及 び No. 8 1ま大部 グ ラ フ ァ イ ト も 少 く た っ て い る 。 Si % も 特別 た 関係 は 認 め ら は 省略 し た o
第 7 図 れ た い。 ス ラ ッ グ も FeOの漸低 と 云 う よ
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玲 liI'I ' 時 ，
粕若 し < C%が低下 し て い る が写真 と は
必す し も 一致 し て い る と は 認 め られ た い 。
ζ の 時の 装入物 �lt ダ ラ イ 粉が特 に組悪で
あ っ た と と 及 び 風量， 風庄及 び熱風温度
の 低下 の 関係 も 考 え られ る 。 No. 10及 び
11で C%が上昇 し て い る 。 Si も 高 い。 風
量， 風圧特 に熱風温度が最 も 高 い 。 ζ れ
ら の影響で あ ろ う 。 ス ラ ッ グ の塩基度 は
極小 を 示 し 又 ス ラ ッ グ 中 の A1 2 0 3 及 び S も 極小で あ り FeO 1土極大 を 示 し て い る 。 No. 12 で再
び C%が手1ì著 し く 低下 し て い る 。 と の時 の熱風温度の�J小 と 此 は よ く A致 し て い る 。 ス ラ ッ グ 中 の
FeO が極大， 8 がfrill小 を 示 し て い る 。 16時以後地金 中 の鏡 府添カIf 中止 の影響 も 全体 と し て 認め られ
る o No. 13 及 び 14 で C%が再び上井 し て い る 。 熱風温度， 風圧 も 上昇 し て 炉内温度 の上昇が考 え
られ る 。 然 L 第 8 図 の 写真で余 り 判然 と し な い の は 8i の 低下 し て い る た め で あ ろ う 。 レ デ プ ラ イ
ト も 見 られ る 。 No. 15 で C% の 下っ て い る の は 風庄， 熱風温度 の 低下 と よ く 一致 し て い る o No. 16 
は C%が柏上っ て い る が全体 と し て みれ ば低 い。 ス ラ ッ グ q t の 8 1土 最小で、 あ ろ o 8i はNo. 15 よ り 柏
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上って い る 。 弟・ 8 図の写真 No.16 の (i) 及び (ii) に見る よ う に レ デ プ ラ イ ト が現われて い る 。
第 8 図
No. 1 No. :; No. 3 No. 4 No. 5 
No. 6 No. 7 No. 8 No. 9 No. 10 
No. 11 No. 12 No. 13 No. 14 No. 1 5  
No. 16くり No. 16くii)
腐蝕液 : ピ ク リ シ 酸 ア ル コ - JL-i容液
{吉 本 : 1 3 2 倍
( 5 )  初込 l ， 500mm の 場合 ( そ の2)
第 9 図に コ 戸 ク ス比及び決素ー量を示した。 と の
場合 も追込 コ { ク ス比は705活で�)主で あって前回
と 同様で あ る。 但し初込を充tltした後の炉内 の空
隙部に今迄lま迫込 と 配合 と 同比例の露間を添加し
て装入 口 両迄炉内装入を行っておいて其後送風を
開始 し 迫込接入 を 始 め た ので あ る が ， 此場合は炉
内 充填 の 際 の 鏡 府 を全 く 除外 し て 銅屑 の み で行 う
第 5 表 分 析 {直
N0. 1 T.C r Si j Mn 1 p [ s I Cr I Ni 
1 4 01 1 c o u m o 「 問 。 凶
2 I 4 . 01 1 1. 801 0 . 24 1 0 . 134 1 0 . 026 1 0 . 27 1 0 . 1 �  
il 1 3 . ��Oi 2 . 331 0 . 291 0 . 1311 0 020 1 0 . 2活 O . O�
4 3 . 94 2 . 45 0 . 35 0 . 182 0 . 022 0 . 41 0 . 09 
5 3 . l'[j 2 . 15 0 . 32 0 . 132 0 . 022 0 . 36 0 . 09 
6 S . ミ6 1 . 33 以下省略する 。
7 3 . 86 1 . 1:)7 
8 :1 . 78 2 . 10  
9 :� . 68 1 . 64 
10 3 . 97 2 . 08 
1 1  3 . 91\ 2 . !l2 
1:!  3 . 72 1 . 87 
13 i_� . 97 2 . 1 3  
1 . 6ι 
lJ) I :L .1� 1. 21 
lG I 3 . 72 1 . 47 
計画 に し た。 然 し 鋼屑 と して プ リ キ 屑の み し か 得 ら れ た かったた め に嵩張 る割 に重量が仲わヂ初湯
の 調子が思 わ し く な かった た めに予定変足 し て 追込に篇屑 を 暫 ら く 多 量に 添加 し 10時過迄経続 し た
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第 g 図 (第 9 図参照) そ の結果図で 見 る 通 り C%





























































な く 4%台 を 維持 し て い る o 熱風温度 も 大
鋒屠 ス ク ラッ3・S怠 晋 X 11)"" ' 
下 し た 19持後 I乙 C% も 亦低下 し て い る 。 共
後風Eが急:昇 し C% も 上弁 し て い る 。 こ れ
ら 試料の 写真 は第10図で 見 る よ う に それ らi e マ S 9 10 1 1  ，2 '3 14 15 16 17 18 '9 20 引 の 成分分析lr直第 6 表 と よ く 一致 し て い る 。
B寺 廟 f 時 》
第 1 0 図
No. 1 No. .2 No. 3 No. 岳
No. 5 No. ß No. 7 No. 8 
No. 9 No. 10 No. 11 No. 1.2 
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腐蝕液 : ピ ク リ ン 酸
ア ル コ ー ルi容;液
倍 率 : 1 3 2 倍
No. J 3  No. 14 No. 15 
第 B 表 分 析 値
田 総 轄 No. 1 T.C I Si I Mn I p I s 
以 ヒの各実験に就 い て 初込 コ ー ク ス の 高 さ 遁込 コ 戸 ク ス 比
及 び 製品 の茨素量 の 関係 を 極 く 概括的 に 眺 め る た ら ば次 の よ
う た事・が考 え られ る 。 即 ち 製品 の茨素量 を 士培曾す 7たと め に lは土初込
を 高 く す る か迫込 コ { ク ス 量 を i増曾 す か此の何tれL か の 方法 の け
で前前.者者4 に つ Uい、 て lは玄装入 口 商迄詰 め 1友之 く て も 充分成果 を得 ら れ
る事が (2町〕 以下 の 実験で 明瞭で あ る O と こ ろ で共最低限 と し
て 実 験 停) の初込 1m で は平均茨素量が3 . 71で最 も 低 い値 を
示 し て い る 。 然 し 何れ も 3 . 5%以上 は保持 し て い る 。 但 し初
込 1m で は ・般 キ ム ポ ラ 操業 と 余 り 変 ら ぬ数値で あ る が そ れ
だ け に炉 内温度 も 上 ら ?従っ て 製品 中 の Si が低 い と 云 う 結
果が現われ て い る 。 そ と で無難な操業 乏 し て は最低 限 1 ， 500
mrn と 云 う と こ ろ で あ ろ う 。 後者の 迫込 に 就て は60%で相 当
の 効果が顕われて い る が実験 (2) の NO. 8 の よ う に初込













J 3  
1 4 
15 
3 . 75 
4 . 05 
4 . 0 5  
4 . 21) 
4 . 15 
4 . :'5 
4 . 25 
4 . 25 
4 . 15 
4 . 25 
4 . 15 
4 . 15 
3 . 90 
4 . 00 
4 . 20 
0 . 6 1  0 . 36 0 . 2-27 0 . 052 
] . 03 0 . 36 0 . 167 0 . 038 
2 . 10 0 . 34 0 . 211 0 . 03 1  
1 . 70 0 . 3J 0 . 178 0 . 027 
1 . 84 0 . 28 0 . 162 0 . 030 
1 . 87 0 . 42 O .  J 52 0 . 024 
] ， 35 0 . 3 生 0 . 147 0 . 028 
1 . 63 0 . 37 0 . 1 78 0 . 026 
1 . 49 0 . 39 0 . 152 0 . 038 
2 . 1(j 0 . 40 0 . 167 0 . 028 
1 . 68 0 . 26 0 . 178 0 . 040 
1 . 35 0 . 42 0 . 184 0 . 044 
1 . 07 0 . 31 0 . 152 0 . 050 
0 . 98 0 . 37 0 . 178 0 . 048 
1 . 40 0 . 39 0 . 200 0 . 038 
と も 起 る 。 実験(4) 及 び (5) の70%で初込 1 . 500nlln で は 夫 々 平均茨素量 3 . 84及 び4 . 12で満 足出来 る
{ü圧が現われて い る O そ こ で初込が高 く て も 追込 は 60%以上が望 ま し い と 云 う と と に た る 。 と れ ら は
操業透現図 を 作製 し て 初込 レ ベ ル の 状呪邦 断 を行っ た結果で も 到 る O 克 に 実験 (1) と 其他 と で は コ
{ ク ス の 点が異 る が同定安素 多 く 次分の 少 い コ 戸 ク ス が有効で あ る 事 が 見 ら れ る 。 再先銑 の 熔製に
於て は 以上の結果か ら も 到 る よ う に 材料が粗悪で炉二兄 の 調整が 困難で あ る の で 一寸 し た 加減で全然
品物 に 主主 ら な い 場合が多い。 従って 無難た操業法 を選んで炉二兄 を 順 調 に 運び変動 に よ る 後手 を 努め
て避け る 事が肝要で あ る が， 誌で は 《応以上の よ う た 実験結果 と 得 ら れた製品銑鉄の 顕微鏡写真 を
イ月aせて 報告 し た次第で あ る 。
終 り に 臨 み本実験 に 関 し て 種 々 御指導 を 賜っ た 石原 寅次郎森永卓 一両先生に衷心 よ り 謝意 を 表 し
度ぃ。
